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優
勝
を
目
指
し
、
腕
前
を
競
う

�
～
新
潟
県
珠
算
選
手
権
大
会
開
催
～

　

当
所
、(

一
社)

新
潟
県
商
工
会
議
所
連
合

会
、
新
潟
県
珠
算
振
興
会
な
ど
の
主
催
で
第

72
回
新
潟
県
珠
算
選
手
権
大
会
を
５
月
13
日

に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
当
日
は
県
内
各
地

か
ら
、
社
会
人
や
学
生
な
ど
１
１
２
名
が
参

加
し
て
ジ
ュ
ニ
ア
、
ス
ク
ー
ル
、
シ
ニ
ア
の

３
部
門
に
分
か
れ
、
そ
ろ
ば
ん
技
能
新
潟
県

一
位
を
目
指
し
て
競
い
ま
し
た
。

　

今
大
会
の
上
位
入
賞
者
は
７
月
に
神
戸

市
で
開
催
さ
れ
る
「
そ
ろ
ば
ん
グ
ラ
ン
プ

リ
ジ
ャ
パ
ン
２
０
１
８
」
に
新
潟
県
代
表

選
手
と
し
て
出
場
す
る
予
定
で
す
。

　

各
部
門
優
勝
者
は
別
表
の
と
お
り
。

第
一
期
高
架
化
工
事
完
成
後
の
新
潟
駅
を
視
察

�

～
建
設
・
不
動
産
業
部
会
～

　

建
設・不
動
産
業
部
会（
本
間
達
郎
部
会
長
）

は
、
５
月
21
日
に
部
会
を
開
催
し
、
新
潟
市

新
潟
駅
周
辺
整
備
事
務
所
主
幹
の
本
間
均
氏

を
講
師
に
招
き
「
新
潟
駅
周
辺
整
備
事
業
の

現
状
と
今
後
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
高
架
化

工
事
の
現
状
及
び
今
後
の
展
望
に
関
す
る
講

演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
49
名
。

　

本
間
氏
は
、
２
０
２
１
年
度
の
全
面
開
業

を
目
標
に
「
高
架
化
の
た
め
に
新
潟
駅
の
役

割
の
一
部
を
白
山
駅
な
ど
他
の
施
設
へ
分
担

（
駅
の
ス
リ
ム
化
）」「
工
事
期
間
中
で
も
跨

線
橋
や
駅
を
横
断
す
る
通
路
が
通
れ
る
よ
う

に
、
新
幹
線
と
ほ
ぼ
同
じ
約
16
ｍ
の
高
さ
に

計
画
」「
鉄
道
高
架
下
に
２
つ
の
駅
前
広
場

を
結
ぶ
バ
ス
乗
降
場
（
交
通
広
場
）
を
整
備
」

な
ど
の
事
業
を
進
め
て
い
る
と
説
明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
当
日
は
、
上
越
新
幹
線
「
と
き
」
と

羽
越
本
線
特
急
「
い
な
ほ
」
の
ス
ム
ー
ズ
な

乗
り
換
え
の
様
子
を
視
察
し
ま
し
た
。

提
言
書
に
つ
い
て
意
見
交
換

�

～
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
～

　

ま
ち
づ
く
り
委
員
会（
阿
部
正
喜
委
員
長
）

は
、
５
月
10
日
に
本
年
度
第
１
回
目
の
委
員

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
当
委
員
会
の
「
新
潟
駅
及
び
周

辺
整
備
に
よ
る
拠
点
性
向
上
に
向
け
た
ま
ち

づ
く
り
分
科
会
」
が
主
体
と
な
っ
て
取
り
纏

め
た
提
言
『
新
潟
市
の
拠
点
性
向
上
に
向
け

た
新
潟
駅
及
び
周
辺
整
備
促
進
に
関
す
る
提

言
』
に
つ
い
て
、
最
終
確
認
と
な
る
意
見
交

換
を
行
っ
た
ほ
か
、
委
員
会
全
体
で
昨
年
か

ら
取
り
組
む
『
交
流
人
口
拡
大
の
た
め
の
拠

点
性
向
上
に
資
す
る
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面

整
備
に
関
す
る
提
言
書
（
案
）』
に
つ
い
て

も
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
駅
周
辺
整
備
に
関
す
る
提
言
に
つ

い
て
は
、
同
日
内
容
が
取
り
纏
ま
り
、
常
議

員
会
で
の
承
認
を
受
け
て
、
新
潟
市
に
提
出

す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

和
歌
山
市
の
都
市
政
策
や
ま
ち
づ
く
り
を
研
修

�

～
政
策
委
員
会
～

　

政
策
委
員
会
（
曽
山
稔
委
員
長
）
は
、
５

月
17
日
・
18
日
の
２
日
間
に
亘
り
、
参
加
者

７
名
で
、
和
歌
山
市
の
都
市
政
策
や
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
視
察
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

和
歌
山
市
は
、
人
口
約
36
万
人
で
、
大
学

等
が
少
な
い
た
め
、
大
学
進
学
を
機
に
若
い

世
代
が
県
外
へ
転
出
し
、（
※
和
歌
山
県
は

県
外
進
学
率
89
・
６
%
で
全
国
ワ
ー
ス
ト

上越新幹線と在来線の乗り換えホーム５番線

挨拶を行う阿部委員長

日々の練習の成果を競う参加者

〈別表〉

第72回　新潟県珠算選手権大会　優勝者
（敬称略）

団体総合 個人総合
種目別競技

読上暗算 読上算

シニア
部門 新潟大学 佐藤結名子

（新潟大学）
神田　翔真
（新潟大学）

佐藤結名子
（新潟大学）

スクール
部門 小出中学校 塩田　　渉

（燕中等教育学校）
塩田　　渉

（燕中等教育学校）
桜井　彩花

（小出中学校）

ジュニア
部門 巻北小学校 宮崎　太秀

（胎内小学校）
西村　俊亮

（築地小学校）
加藤　洋樹

（加治川小学校）
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会議所の き動

１
）、
ま
た
、
中
心
部
で
は
「
ぶ
ら
く
り
丁
」

商
店
街
で
空
き
店
舗
の
増
加
や
路
線
価
の
大

幅
下
落
等
が
発
生
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
現

状
を
憂
慮
し
た
市
は
、
本
年
３
月
、
地
方
再

生
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
モ
デ
ル
都
市
の
認
定

を
受
け
、
３
年
間
の
短
期
ス
パ
ン
で
各
種
大

規
模
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
事
業
と
し
て
、
中
心
部
の
小
・
中
学

校
を
一
貫
校
に
統
合
し
て
、
跡
地
３
カ
所
に

３
大
学
を
誘
致
し
た
事
業
や
、
空
き
店
舗
対

策
と
し
て
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
修
復
・
再

生
）
ス
ク
ー
ル
を
開
設
し
、
ス
ク
ー
ル
で
立

案
・
事
業
化
さ
れ
た
農
園
レ
ス
ト
ラ
ン
や
日

本
酒
バ
ー
、
ま
た
ス
ク
ー
ル
か
ら
派
生
し
た

“
家
守
会
社
”
と
呼
ば
れ
る
民
間
の
ま
ち
づ

く
り
会
社
が
携
わ
っ
た
カ
フ
ェ
や
パ
ン
店
な

ど
、
20
の
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
研
修
内
容
を
当
委
員
会
の
研
究
に

反
映
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

社
員
の
就
業
意
欲
を
高
め
る

人
事
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介

�

～
夜
間
ワ
ン
コ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
～

　

５
月
23
日
に
夜
間
ワ
ン
コ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
、
㈱
あ
し
た
の
チ
ー
ム
執
行
役
員
の
堤

雄
三
氏
が
、
働
き
方
改
革
に
向
け
て
知
っ
て
お

き
た
い
人
事
評
価
制
度
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

講
演
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
28
名
。

　

堤
氏
は
「
曖
昧
な
成
果
評
価
の
み
の
人
事

評
価
制
度
で
は
、
社
員
の
就
労
意
欲
の
向
上

に
は
繋
が
ら
な
い
。
社
員
側
が
成
果
を
出
す

た
め
の
行
動
目
標
を
自
己
設
定
し
、
企
業
側

が
成
果
目
標
を
細
か
く
設
定
す
る
と
い
っ
た

双
方
で
具
体
的
な
評
価
制
度
を
設
け
る
こ
と

が
大
切
。ま
た
、自
己
の
評
価
に
対
す
る
納
得

感
を
高
め
る
こ
と
が
、社
員
の
行
動
改
善（
生

産
性
向
上
）に
繋
が
る
。
そ
の
た
め
に
は
、他

と
の
競
争
で
は
な
く
、
自
己
設
定
し
た
目
標

の
達
成
度
合
い
に
応
じ
た
評
価
と
報
酬
を
行

う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」と
説
明
し
ま
し
た
。

定
時
総
会
・
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
開
催

�

～
女
性
会
～

　

女
性
会（
田
中
久
美
子
会
長
）は
５
月
16
日
、

市
内
ホ
テ
ル
に
お
い
て
44
名
の
出
席
で
定
時

総
会
を
開
催
し
、
平
成
29
年
度
事
業
報
告
並

び
に
収
支
決
算
報
告
、
平
成
30
年
度
事
業
計

画
並
び
に
収
支
予
算
を
承
認
し
ま
し
た
。

　

総
会
後
に
は
、
新
潟
市
出
身
・
元
宝
塚
歌

劇
団
男
役
の
越
乃
リ
ュ
ウ
氏
を
迎
え
て
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

越
乃
リ
ュ
ウ
氏
は
「
自
分
の
芸
名
の〝
越
乃
〟

は
新
潟
へ
の
想
い
が
こ
も
っ
て
い
る
。
今
後

も
活
動
を
通
し
て
新
潟
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
て

い
き
た
い
。
宝
塚
を
退
団
後
は
目
標
な
く
過

ご
し
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、舞
台
の
仕
事
を

き
っ
か
け
に
、
も
う
一
度
表
現
者
と
し
て
舞

台
に
立
つ
と
い
う
人
生
の
目
標
を
つ
か
ん
だ
。

宝
塚
に
は
と
て
も
感
謝
し
て
い
る
」
と
熱
く

語
り
、
親
し
み
の
あ
る
歌
謡
曲
な
ど
も
交
え

て
９
曲
を
熱
唱
し
参
加
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。

和歌山市役所で説明を受ける政策委員会

ワークを通じて人事評価について考える受講者

新潟の想いを語る越乃リュウ氏

工場・事務所・倉庫・店舗の建築は
おまかせください！

コスモ建設㈱

システム建築により自由設計、
ローコスト・短工期を実現！

〒950-0983　　　
新潟県新潟市中央区神道寺2-2-25

TEL025-245-7111　FAX025-245-7119
メールアドレス：info@cosmo-k-co.com

で検索
※㈱住金システム建築
　の施工会員です。


